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JAIRO Cloud(JC)とは？

IR IR IRIR IR

JAIRO Cloud

クラウド型の機関リポジトリサービス

運用・管理

ソフトウェア

開発

JPCOAR会員機関数：580
JC利用機関数：501
(2018年10月時点）



日本では機関リポジトリが普及

Source: OpenDOAR Statistics: Repositories by Country(2018/10/20), http://v2.sherpa.ac.uk/view/repository_visualisations/1.html

IRDBハーベスト機関リポジトリ数：687
Source: IRDBコンテンツ分析(2018/9/30): https://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php

OpenDOARの統計では3位

機関リポジトリの普及と共通基盤(JC)は
日本の大きな強み



JCの利用状況
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ディスク使用量
最大：153GB
平均：5GB

アイテム数
最大：80,669
平均：2,552

利用状況の差はあるものの、
共通基盤の普及という目標は達成できた

2018/10時点



オープンアクセス（OA）から
オープンサイエンス（OS）へ

パデュー大学
研究データリポジトリ:PURR

https://purr.purdue.edu/publications

カルフォニア大学
研究データリポジトリ:Dash

https://dash.ucop.edu/stash/

機関のショーケースとしての側面も



根拠データ公開先としてのリポジトリ

分野リポジトリ 汎用リポジトリ

list

Publishers

推奨 推奨

投稿
IR

研究の透明化を目的とした
リポジトリを用いた根拠データの公開が浸透



研究データリポジトリの広がり

ヒット：985件ヒット：615件

キーワード「university」で検索

全2205件

Repository types=institutional:554件

全2567件

研究データ対応は分野リポジトリが先行
機関リポジトリの対応はこれから



https://www.re3data.org/repository/r3d100012368

Life Science Database Archive
JST バイオサイエンスデータベースセンター

re3data.org登録事例



https://fairsharing.org/biodbcore-001086/

National Institute of Polar Research Repository
国立極地研究所学術情報リポジトリ

FAIRsharing.org登録事例

日本の機関リポジトリ第1号？



COAR Next Generation Repositories

Image created by Petr Knoth
https://www.coar-repositories.org/activities/advocacy-leadership/working-group-next-generation-repositories/

日本にはリポジトリネットワークの土台（JC)がある
→この土台を活用するのが次期JCの役目

リポジトリシステムの
相互運用性、機械可読性を高め
リポジトリをネットワーク化

付加価値サービスを提供

出版者に支配された既存の学術流通ネットワークに対抗



次期JC（WEKO3）の開発

GakuNin RDM
機関リポジトリ

デジタルアーカイブ

データリポジトリ

研究
データ

学術
論文

メタデータ＋
永続的識別子

ランディング
ページ

WEKO3

JCの機能性のベースに開発
(詳細は明日10月31日 13:00-14:30 第6会場 「次期JAIRO Cloud(WEKO3)と新IRDB」にて)

Img by https://ads.nipr.ac.jp/

Img by https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/

Img by https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/



Fi n d a b l e

Ac c e s s i b l e

I n t e r o p e r a b l e

Re-u s a b l e

オープンサイエンスに向けて

次期JC（WEKO3）はJPCOARとともに
OA・OSを推進していきます

• 識別子
• メタデータ
• 関連情報

次期JAIRO Cloud

人・機械の双方にとって
FAIRなリポジトリ環境を提供

良い機能は
積極的に取込

国研データポリシー
CoreTrustSeal認証などメタデータの重要性が増大

→ワークフロー、
支援機能強化が必須

GakuNin RDM

セルフアーカイブ機能強化が必須

将来の義務化に備えて

リポジトリネットワークの活用



ご清聴ありがとうございました
mhaya@nii.ac.jp


